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Abstract: This study analyzes transactions by agen-based simulation. We employ the sugarscape 
(Epstein・Axtell [1996]) as a basic model. As a result of intensive analysis on parameters such as agent 
visions, metabolisms, initial assets (sugar or spice), etc, we conclude some overall effects on agents and/ 
or the artificail society. 

 

⒈ はじめに 

経済活動および金融市場における取引において、情

報は重要な役割を果たす。各主体の保有する情報の

量は、各主体の能力に依存し異なる可能性があり、

そのような情報格差は、各主体の効用、社会に対し

影響をもたらす可能性がある。本研究は、このよう

な情報格差がもたらす影響に焦点を当て分析を行う。 
現実の経済活動において主体の意思決定方法は多

様であり、主体の保有する情報に関しても情報の非

対称性が存在する。本分析では、エージェント・ベ

ース・モデルを通じ、それら要因を考慮し情報格差

がもたらす影響について分析を行う。具体的には、

Epstein・Axtell [1996]による Sugarscapeモデルを拡張
し、エージェントの視力、代謝率、位置などの諸要

因と外部環境となる取引量、取引価格、エージェン

ト全体の貧富格差の諸要因を考慮し、分析を実施す

る。 
 

2. 分析方法 

本研究では、計算機上に相対取引を行う取引市場の

構築を行った。現実の経済活動において主体の意思

決定方法は多様であり、主体の保有する情報に関し

ても情報の非対称性が存在する。本分析では、エー

ジェント・ベース・モデルを通じ、それら要因を考

慮し情報格差がもたらす影響について分析を行う。

具体的には、Epstein・Axtell [1996]による Sugarscape
モデルを拡張し、エージェントの視力、代謝率、位

置などの諸要因と外部環境となる取引量、取引価格、

エージェント全体の貧富格差の諸要因を考慮し、分

析を実施する1。 
分析期間は 1000期間とし、収穫・取引シミュレー
ションを実施した。なお、本研究では、計算機シミ

ュレーションにおいて S4 Simulation System (NTTデ
ータ数理システム)を用い分析を実施した。 

 
図１ シミュレーション環境とエージェント 

 
 図 1は分析に用いるシミュレーション環境を示し
た図である。格子中には 2つの資産（砂糖・スパイ
ス）が配置され（左）、その中を複数のエージェント

                                                           
1 例えば、視力の大きさは、情報獲得能力の大きさ
とみなすことができる。 
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（右図、青点）が資産を取得（収穫）し、取引を行

うために移動する。エージェントごとの代謝に基づ

いて資産は消費され、寿命が変化する。エージェン

トや環境の初期設定を変化させることで、様々な取

引（経済活動）のシミュレーションが可能になる。 
 

3. 分析結果 

3.1エージェントの生存数 

図 2は、視力と最終ステップにおけるエージェント
の生存数の関係の結果の一例を示したものである。

視力の高いエージェントの生存数が多い傾向にある

ことを確認できる。 
 

 
図 2 エージェント視力の分布が価格に与える影響

（エージェントの視力１から 5) 
 

3.2 取引価格のばらつきへの影響 

図 2および図 3は、視力の分布が取引価格の与える
影響を図示したものである。図中の横軸は時間、縦

軸は取引価格を示している。図 2は、エージェント
の視力が一様分布（視力 1-5）で与えられる環境の結
果を示したものである。一方、図 3は、視力が 1ま
たは 5にて与えられた場合の結果を示したものであ
る。分析の結果、エージェント間の視力のばらつき

が相対的に少ない図 2 において価格評価のばらつき
が少ないことを確認できる。これらの結果は、情報

獲得能力と取引価格の関係について興味深い結果を

示すものである。 
 

4. まとめ 

本研究では、相対取引市場を対象とし、エージェ

ントのミクロな行動と市場全体のマクロな挙動の関

連性について分析を行った。分析の結果、(1) 視力
の高いエージェントは生き残る可能性が高い傾向に

あること、(2) 市場参加者の視力と取引価格に関連

性があること見出すことができた。 
詳細な分析および分析結果の頑健性の検証は、今

後の課題である。また、本分析では sugerscape を拡
張し、分析を実施したが、より現実の側面を取り込

んだ分析は、今後の課題として挙げられる。 
 

 
図 2 エージェント視力の分布が価格に与える影響

（エージェントの視力１から 5) 
 

 
図 3 エージェント視力の分布が価格に与える影響

（エージェントの視力１または 5) 
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